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はじめに 

私たちが住む宝塚市は兵庫県の南東部に

位置し人口21万人を有する地方都市で宝塚

歌劇で全国に知られる緑豊かな環境に恵ま

れたまちです。そのまちが 1995 年 1 月 17

日未明におきた阪神淡路大震災で大きな被

害を受けました。ライフラインを断たれた

中,必要な情報を入手することがとても困

難な状況になりました。いかに混乱時であ

ったとしても,震災の状況を伝える報道ば

かりが目立ち,被災者にむけての必要な情

報があまりにも少なく偏りを強く感じまし

た。 

また,マスコミで報道されるのは神戸市

などの情報が中心で同じ激震地である宝塚

市の情報が少ないとも感じました。この体

験から市民自らが必要な情報のやりとりが

できるコンピュータネットの活用を考えま

した。当時はまだパソコンは限られた場所

にあり,操作できる人も少なくインターネ

ット環境に至っては未知数のものがありま

した。パソコン操作やインターネットの知

識や経験も乏しい中で,同じ思いの仲間を

増やすための講座を開催することになりま

した。場所,器材,講師捜しには市役所,ボラ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ンティア活動センター,大学などへ足繁く

通い1995年 12月から翌年の3月にかけて,

ワープロを使ったパソコン通信講座が実現

しました。そして修了生や協力者を中心に

宝塚情報ボランティアネットワークという

グループを立ちあげました。当初 10 名から

スタートしたグループも現在では20数名に

なりました。 

その後,会員間で研修をかさね,1997 年 4

月にねっとらぼと名づけたホームページを

開設するまでになりました。市民の立場に

立って地域にこだわり宝塚発の情報を発信

しています。一方,一人でも多くの市民がパ

ソコンを使いこなせるようにとインターネ

ットのデモ・入門等の講座も開催してきま

した。そして懸案であった防災情報の一つ

として宝塚市避難所マップの作成にいよい

よ取り組むことになりました。 

 

 

宝塚市避難所 MAP ができるまで 

市民にとって必要な情報は何かと考え,

宝塚市内地図の入った避難所マップを作ろ

うということになりました。それはいざと

いう時には災害情報を載せ,市民への情報 

特集 

□市民がつくる市民のための避難所マップ 

高 原 宏 子 宝塚ボランティアネットワーク 代表

消防防災情報に関する 

情報システムの新潮流(1) 

 



 

- 45 - 
 

 

 

 

 



 

- 46 - 
 

提供を考えて作ったものです。 

避難所として指定されているのは学校

や地域利用施設です。そこで教育委員会や

コミュニティ課と連携をとりながら各避

難所の取材に回りました。作成にかかる費

用は復興基金の助成金を充当しました。取

材も順調に終え,いよいよホームページ作

りです。メンバーの技術力もまちまちでし

たが,チームワークでカバーし合いながら

週 2回,夜の 7時から 10時過ぎまで作業を

進めました。その折,活動拠点としてのボ

ランティア活動センターの理解と協力は

私たちに大きな力をあたえてくれました。

市内を流れる武庫川を基準に右岸と左岸

に分け 1997 年 1 月には右岸のマップを作

りました。翌年には残りの地域を完成しま

した。 

 

 

避難所マップは 

* トップページに避難所一覧表を表示 

* そこから各避難所を検索することがで

きる。 

* 町名を入力すれば近くの避難所が地図

上に示される仕組み。 

* 知りたい避難所の絵などをクリックす

ればそこの写真や収容人数・最寄りの交

通機関からの所用時間・情報機器・トイ

レ・特記事項・目印になる公園や建物等の

データを見ることが出来る。 

* 市外からのアクセスを考え,読み方のわ

かりにくい町名もあるため漢字・仮名両

方で検索可能。 

* 市内を十数個所に切り取った広域地図

には交通機関の最寄り駅や幹線道路など

を明示し,さらに細かく切り取った付近

地図には各避難所周辺の道路を拡大表示

し歩いても行けることを考えました。広

域地図間のリンクも可能である。 

* 市の消防本部発行の宝塚市防災マップ

(活字版)と連動。 
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市民とのネットワークづくり 

避難所マップの情報は常に更新するこ

とが大事です。そのためには地域の情報を

お互いにやり取りする関係作りが必要と

なります。我が手で守ろう,わがまち,わが

家,と言われていますが,震災を経験した

私達はその思いがとても強いです。一人一

人の力も大切ですが,日頃のお付き合いの

中から生まれた地域のネットワークこそ

大きな力になります。すでに,消防本部等

の行政とは連携を取ってきましたが,地域

で活動している自治会関係者との連携が

取れていない状態でした。2000 年の夏,市

内にある大学で自治会役員等を対象とし

た HP づくり講座が開かれました。この時

ボランティアとして関わることで地域の

方たちとは顔の見える関係作りがまず出

来ました。その後,自治会単位の HP づくり

の復習編を2回担当する事になり当グルー

プと市民とのネットワークが広がりまし

た。それは将来,台風や大雨による土砂災

害などが起きた時,情報ボランティアとし

て地域単位で情報を発信できる人材の育

成の第一歩でもありました。 
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クイズ防災くん 

防災に強いまちづくりに大いに力を発揮

して欲しいのは子どもたちです。将来的に

は情報提供者となる子どもたちにインター

ネットを使ったコミュニケーションを体験

してもらおうと,私たちが作成した避難所

マップを使った防災クイズを企画しました。

対象は市内の小学校 5,6 年生としました。

自分たちの避難所はどこにあるのかなど,

楽しみながら防災意識を培ってもらう「避

難所マップをよく見てみようクイズ」と,消

防本部から出題していただいた「防災いろ

いろクイズ」を「1月 17 日」を頭において

2000 年の秋から実施しました。 

ネット上でのクイズは初体験で質問項目

や操作手順で苦労することもありましたが

無事に終了。今年度も引き続き質問項目を

リニューアルしての実施予定です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おわりに 

毎年実施される市の総合防災訓練には情

報ボランティアとして参加しています。 

そこではパソコンを使い避難してきた市

民の名簿を避難者リストとして発信したり,

訓練の様子をデジタルカメラで撮影した光

景を市の防災システムを使って対策本部に

送信したりもします。 

災害が起こった場合,行政だけにたよる

のではなく,日頃からよく知り合っている

地域の人たちとのネットワークを活かした

活動が重要になってきます。 

このように日頃から危機意識をもち災害

に強いまちづくりを目指すグループが増え

ることを願っています。 
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